
 

アウトリーチ型ソーシャルスキルトレーニング研修の実施状況について 
 

                                  

１ 目  的 

平成 25 年度から発達障害専門職養成研修を実施しているが、事業所でのＳＳＴの

導入には結びついていないことから、事業所でのＳＳＴの導入を促すことを目的に平

成 30年度から実施。 

併せて、どの事業所でもＳＳＴに取り組むことができるよう、独自にＳＳＴを実施

している事業所も含めて事例集を作成し、提供されるサービス内容に課題があるとさ

れる放課後等デイサービス事業所の質の向上を図る。 

  

 

２ 実施内容 

（１）指導者 

 京都教育大学 発達障害学科 准教授 佐藤 美幸 氏 

 京都府発達障害者支援センター職員 

 

（２）対象児童 

放課後等デイサービス事業所を利用する児童３～10 名 

 

（３）実施回数等 

事前打ち合わせ 1回 

ＳＳＴ ３回～５回（1回２時間程度。準備及び振り返り各 30分程度含む） 

 

 

３実施結果 

年度 事業所名 対象年齢 

平成 30年度 
児童デイサービスちいろば 

（京田辺市） 
就学予定児 

平成 30年度 
放課後等デイサービスくれよん三山木 

（京田辺市） 
小学校低学年 

令和元年度 

舞鶴こども療育センター 

放課後等デイサービス 

（舞鶴市） 

小学校中学年 

小学校高学年 

令和元年度 
わいわいプラス城陽 

（城陽市） 
中学生 

※事例集では各事業所２つのターゲットスキルに関する導入事例を掲載 


